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ごあいきつ

芦屋室内合奏団は 1965年 に芦屋市浜町の橋本邸で発足し 今年創立 50周 年を迎えました 50年 という年月

の間に団貝の人れ替わりも多くありましたが アマチュアでも質の高い音楽を演奏するという発足当時の基い

ないが 当団の活動の原勁力として途絶えることなく受け経がれていま,

本日はヽ一部では 当回の50年 の歴史の中で特に意味深い作品を OBと の合同演奏も合めて演奏しま,

第二部では 初めて取 )組むビアソラの作品で 関西フィル´ヽ―モニー管弦楽団コンサートマスターの岩谷祐之

先生との共演の機会をいただき 団員一同感動をもって練習に取り組んできました

この伝統も 演奏会にいらしてくださるお客FF ご指導してくだきる指購  トレーナーの諸先生方 活動を

卜で支えてくださるホール 純習施設 演奏会スタツフの管餃 団員をサポートしてくれる家族 多くの方々の

ご協力とご支援あつての場物と心よ

'感

謝しておりま茂

これからも様々な作品にチャレンジして 上質な音業を目指して活動してまい0ますので :き 続き皆きまの

温かいご支援 アドバイスの程よろしくお願い申しLIアま,

2015年 9月 戸屋室内合´岡 同長 鈴木雄二

団員一同
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ソ リス ト

ロ岩谷 祐之 独奏ヴァィォリン

1977年 生まャ、

4歳 より天理教音楽研究会弦業教室にて東餞祐二 Tt十嵐由紀■の両氏に師事
1993年 関西フィルバーモニーとサン‐サーンスのヴァイオリン17奏

"を

共演
1998年 より人京音楽大学l嘱 高等学校にて 久保陽子氏にll事
1990～]997年 蒼敷音楽争にオーケストラのメンパーとして参加
1998年 策 67回 日本音楽コンクール(毎日新聞祉 NHK共 ‖)ヴァイォリン部門第3位入賞
1999年 ■ 68回 日本音楽コンクールツァイオリン都I」第 1位人賞 松下賞 レウカディア賞 鷲見賞を受貨
200:年  フランスヘ冑学 パリにてボリス イャリッキー氏に師事
2003年  ラジオフランスフィルハーモニックオーケス トラにて2nd V oln首席奏者を務める
2005年  兵r●県芸術文化センター付属オーケストラ

"称

HPAC)に 人団
2008年  間西フィルハーモニー管弦楽団コンサートマスターに就任
21119年 兵庫県芸ll嗅Ⅲ賞を受蕉
2010年  TOK呟 楽四貢奏団の第一ヴァイォリンに就任
2012年  咲くゃこの花賞を受賞

20]3年  大阪 名古屋 束■で初の自主リサイタルを開き 各地で絶賛を受ける

出典 硼 西フィル′ヽ一モニーせ弦楽出ホームベージぃtp″・ww kanぉぃhili1/moduldP,o尉●/Fkudao,ハ■●sit,himl

曲 日解説
■モーッァルトF画lディベルティメント K136
モーッァル ト(1756179 1 )が:6歳 の時に作曲した明るく美しい作品でt.単 刀直入に始まる冒頭のメロディは
モーツァルトの名碇律の1で も付に文やかなもので

''1を

通して晴れ波った青空や 優しいう囲気が感しら
れま丸 当回の第一回演姜会(1965年)でプログラムの最後に演表された記念すべきF品 で丸 50周 年記念演奏
会のオープエングとしてOBと 一緒に演奏させていただきま, (■ s)

■チャイコフスキー作山 弦来セ レナーデ

チャィコフスキーⅢ8401● 3)オモーッァルトヘのオマージュとして作山した名山で 抒情nlて美しぃメロディ
がni象的で九 員厚な響きで始ま,CI・な流れの力 .●・章に続き ,二 楽章はメランコリンクな雰囲気のワルッ
になりま,第 二楽章のエレジーはロシァ風の悲歌という感じζ 最終案章はロシア民謡の上題力耀動感に満ち
ていま、 当団では 創立から四半世紀の25周 年記念撲姜, 2001年 ドイツ演奏旅行 そして40周 年記念
演奏会という節日の演奏会で演奏してきました l‖ 月のディツェルティメントK:36と 共に当団にとって掛|ナ
替えのない作品でヽ (Y勁

■ピアツラ作di グエ′スアイレスの四季 ●奏ッァィォリンな 楽合奏のため②
ピアソラ(192卜:992)はアルゼンチンの作J家  ′ヽンドネオンの名手でクラシックやジャズの手法を伝統的タン
ゴに淳人し新風を吹き込みました 「′ェノスアイレスの四争Jは 首都ブェノスアイレスの四手の移ろいを表
現したもので 1965年 にまず 「夏J力て作山され 全曲完成までに5年 を要しました.1965年 は奇しくも:1合
奏回創立年に重な0まヽ 当初の編成はI重 奏(ヴァイォリン ピアノ イター コントラ′`ス バンドネオン)で
した力ヽ その後Ir々な編成で親しまれています 本日演表するのは1996年 にロシアの作」家デシャトニコフカ

'ヴアイオリニスト クレーメルの協力を得てツィツァルディの 四 争Jと 関連付けて独奏ヴァイオリンと弦楽合
奏のために編山したもので,ブ ェ′スアイレスでは四手力」ヒ半球と逆転するため 例えば 「夏Jに ヴィヴァル
デイの '冬」の断片を引用するなどの工夫も凝らしていま丸 駒の手前を弓で弾く 弓の綽で弦を1,く等の打楽
器的表現を加えたタンゴのリズムに叉せて 独奏ツァィォリンが華庭な旭櫃技巧や叙情的で流麗な瞑想lJ碇
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で
ピアソラの四‐Fを 彩0ま す につ



プ ロ フィー ル

■酒井 睦雄 指揮 諸・・監督

桐II呼国高等学校音.●llをi`で 1,711:桐l"園 大学事業 f.椰 を

"藤

秀雄 秋山和度両氏に クラリネット

を北爪fl l 二官和子 F フックス

`氏

にlT事 1971年 よ,相愛オーケストラ指担者 1977年 ザルツプルク

にて0 スイトナー氏に師事 同
`F 

東京にてS チェリピグッケ氏のゼミナールに参加|

2001年 には芦量室内,奏 団を革いてドイツのバンベルクにてバンベルク交鶉 ・口団員とともにニューイヤー

コンサート ドレスデンにてフラウエン教会キ成記念コンサー ト等を行い好蔦1を

"t2005年第 19回京都芸術気音来部門剌 俯 匁事責受賛 相愛大学教授として音楽専門家の育成にあたるレら

1974午 より戸屋室内合奏Ш音楽監督 両知大学管弦楽団常任l・揮

` 

京都薬■大学管弦楽|ヨ常【指椰音をつと

める午 アマチュア今奏団の発展にも尽力している 現在 相愛大学「胴 音楽睡 員

出典,相優大学ホームベースhttp://・ ヽ 。ヽ。i aol,′u。17t●aぬo″●bisud,ol html)

■河村 典 子 ァンサンカ晰 導

3歳よ,ヴァイオリンを始める 桐加学図付属子供のための音楽教宣 1lIII女

`商

等音楽学技音絆 |を経て

l倒 学図大学音楽学」を4■ 日に選学 同じ年に 画ドイッ政府綺費]学 生となり渡独 ミュンヽ ン音楽大学
エッセン音楽大十 ベルリン芸術大学にて研鑽を積む 久保田良作 ジヤン ローラン サシュコ ガヴリロフ

イ氏にH,事

チューリンとを拠点に積極的なソロ i内 業の減姜録音活動を行い スイス ドイッにおける古城コンサート

鑑賞ツアー 乙久文楽コンサートツアー スイス外務省広報部との協側によるENISHIプロジェクトなどのプロ

デュースも手がけている.ま た 室内楽セミナーも薇,ljにil催し ,年 帷井沢にて春 ~tの室内楽ワーク

ン●ップを行うなど後進の指導にあたっている 21111:よ う■屋室内合養罰をf.導

ulr(, r7? 1 N n-r{-r(htrpthw.chanbcrmusic.lp/no.ikokaNamura.hun)
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 以下のパー トで回員を,集 しています

ヴィオラ   1名

コントラバス 1名

計しくはホームベージをご参邸 ださい

1石 知・k  鈴木 光比古

颯田 純子  O三 村 試子

古資 美『 '  徳永 昭子・=

・l谷 和彦   徳永 正雄
‐

小西 薫    1=田 椰史
‐
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